


“天然歯"のような修復へ。
ジーシー独自のナノフィラーテクノロジーが、

今までに無い面滑沢性、耐摩耗性、強度を実現。

「MlフローⅡ」、「Mlローフロー」そして「Mlフィル」で培われた

ジーシー独自の“ナノフィラーテクノロジー"。

ナノサイズの無機フィラーヘの特殊な表面処理と

高密度均一分散技術により、天然歯のように輝き続ける面性状と、

長期的に審美性を維持する強度や耐摩耗性を実現しました。

そしてこれらのノウハウを応用し、

インスツルメントで思い通りに付形できる

ペーストタイプの「Mlグレースフィル」を新開発。

MIク レースフィル(Al)

r― r
4蝸となつた“MIフィリングシリーズ"の榊 を活かし、

と 珪ョ
ー症例に応じた使い分けや組み合わせによつて、 術後  MIフ ィル (E3)

より美しく、より確実に、より効率良くコンポジットレジン修復が行えます。

⑩

MIロ ーフロー  平均地径400nm  MIフ ィル 平均粒径200nm  MIク レースフィル 平均粒堡300nm

・ .天 然歯の色調を再現する豊富なカラーバリエーション

_二 I邑 目

ツラーレP(自歯用CR)

小児から高齢者はもちろんのこと、変色歯からホワイトニングを行つた歯まで

幅広い症例に自然感ある色調再現が行えます。 鯰
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MIフ ローロ ● ● ● ● ● ● ● ● ●
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MIグレースフィ
'レ

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
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・ .極めて滑沢な面性状と、ツヤを生みだす「セルフシャイエング」効果

滑沢な面性状とツヤの維持

ナノフイラーを採用した「Mlフイル」、「MIローフロー」、「MIクレースフィル」は、

研磨が容易で短時間で滑沢なレジン面が得られます′。また、日々のブラツシ

ングによつて摩耗しても表層に出てくるフイラーがナノサイズのため、ツヤを

維持します。

研ヽ店に1よ「シーシーブレシヤインJ(中研店D 「シーシータイヤシャイン」(イ1上げ研磨月)が効果的です
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く従来のハイブリッドレジン>

摩耗によリフィラーが脱落しても、ナノサイズであればレジン面の凹凸か極めて小きく

光沢が失われにくい。(図はイメージです)

ツヤを生みだす「セルフシャイニング」効果

研磨が行き届かない部位においても、日々のブラツシングによってコンポ

ジットレジン自体がツヤを生み出す「セルフシャイニングJ効果があります。
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歯ブラシ往復運動による滑沢なレシン面のツヤの変イヒ

1目視てツヤが確認てきる光沢度の■囲      約1年後に相当メ

′

くMIフィリンクシリーズ> く従来のハイフリッドレジン>

日々のフラッシンクによリレジン面の凹凸か、ナノフィラーサイズまでならされていく

ことで光沢が出る (図はイメージです|

■ 臼歯用コンポジットレジン
※
を

■ 超える高い強度と優れた耐摩耗性

MIフィリングシリーズは、ナノフィラーに特殊表面処理

を施すことで、高密度均一分散を実現。従来の臼歯用

コンポジットレジンと比較して高い強度と優れた

耐摩耗性を発揮します。

11日歯用ハイフリットコンホシットレシン「シーシーソラーレP」

・ .高 いX線造影性

MIフィリングシリーズはX線造影性を付与しています。特に

「MIグレースフィル」、「MIフローⅡ」は、バリウムガラスフイラーを

配合することにより、高いX線造影性を実現しています。
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くMIフィリングシリーズ>

鳳須 nⅥ I鳳
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約 1年後に相当する12000回 の画ブラシ往
`1迎

勁後
:て
もMIローフロー MIフィル

Mlク レースフィルの光沢度のlll下 はわすかで ツヤか維持されているのがわかる

イブラッシング1回 10往復 1日 3回で算出

約 1年 後に相当する12000回 の歯フラシ往復運動後 :て MIロ ーフロー MIフ ィル
Mク レースフィルの光沢度は向上していることがわかる
ヽプラッシンク1回 10往復 1日 3回て算出

it験 方法 1研唐布を貼り付けたPMMA基 盤と硬イヒさせた
レシンを1翅以食物(PMMAの ,末とクリセリン)に介在させて

荷重0 34MPaζ 上下左右運動 10万 回後の摩:`量 を測定

MIクレースフィルを充狡した

症l● の×l●画像

歯ブラシ往復運動による粗造なレシン面のツヤの変イと

摩粍試螂 上下左右運動 10万回後 )


